
今回は、認知症ケアの学習の一環として「日本高齢者人権宣言」(24
項)について、スタッフ各々が印象に残った項と関連する事例を発表
し合いました。年齢による差別や「高齢者だから仕方ない」ではな
く、様々な権利を有していることを我々が意識し、年齢に関係なく
「どう生きたいか」を追求していくことの大切さを学びました。

２つ目は社会福祉協議会で実施している貸付制度の概要について学
びました。種類や要件が複雑なので、支援者である私たちも無いよ
うを改めて整理し、社会資源のひとつとして活用するとともに制度
の課題なども考えていければと思います。

今月の学習会報告 ～ 医療相談課 編～

各職場学習会案内
SO： セミオープン O： オープン
3月 総合事業について(医療相談室 O)
3月 近隣施設について(8F SO)

まなmemo

良好な人間関係に必要とされるもの memo➀ 「あいさつ」

医療相談課では例年、職場内学習会を開催しています。
今年度は病院のBSC方針にも基づいて年間計画を立て、
毎月テーマに沿って実施しています。

学び

時間の確保を工夫しながら、知識のアップデートや幅を広げ、
患者支援・社会への働きかけに繋げたいと思います。
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開催の経緯

抱負

①認知症ケア学習（日本高齢者人権宣言）
②社協で実施している生活福祉資金貸付制度
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はっきりと相手が聞き
取れるようにすると、
相手は、挨拶を返しや
すいですね good👍

挨拶はタダ！タダなのに、良好な人間関係を気づく手段となりお得です(笑) 「挨拶を
する人」はコミュニケーションの重要性を知っているというのが肌で感じられますね。


